
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】自然な歩行の動作を達成し、かつ足の形状に従

ってサイズを調整できる足先支持具を提供する。

【解決手段】足先支持具１は、上部支持体２と、下部支

持体３と、湾曲した両接続部材４と、複数の弾性部材Ｓ

と、両連結部材５と、足先支持部６とによってなる。上

部支持体２は、脛を覆う湾曲部２１と、湾曲部２１の略

中央の位置から下方に延伸し、且つ末端にナット２２を

設けたスライドガイド部２３とを有する。下部支持体３

は、内側に凹溝３１を形成したプレート状のスライドガ

イド座３２と、スライドガイド座３２の略中央の位置に

縦方向に形成する第１スライド溝３３と、スライドガイ

ド座３２の下端両側に一体に形成される。足先支持部６

は、支持部６１を有し、両側面の重心を支える位置から

上方にスライド部６３が延伸して一体に形成され、スラ

イド部６３の上端にナット６２を嵌着する。

【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
上 部 支 持 体 と 、 下 部 支 持 体 と 、 湾 曲 し た 両 接 続 部 材 と 、 複 数 の 弾 性 部 材 と 、 両 連 結 部 材 と
、 足 先 支 持 部 と に よ っ て な る 足 先 支 持 具 で あ っ て 、
　 該 上 部 支 持 体 は 、 脛 を 覆 う 湾 曲 部 と 、 該 湾 曲 部 の 略 中 央 の 位 置 か ら 下 方 に 延 伸 し 、 且 つ
末 端 に ナ ッ ト を 設 け た ス ラ イ ド ガ イ ド 部 と を 有 し 、
　 下 部 支 持 体 は 、 内 側 に 凹 溝 を 形 成 し た プ レ ー ト 状 の ス ラ イ ド ガ イ ド 座 と 、 該 ス ラ イ ド ガ
イ ド 座 の 略 中 央 の 位 置 に 縦 方 向 に 形 成 す る 第 １ ス ラ イ ド 溝 と 、 該 ス ラ イ ド ガ イ ド 座 の 下 端
両 側 に 一 体 に 形 成 さ れ 、 且 つ 第 ２ ス ラ イ ド 溝 を 形 成 し た 円 弧 状 の カ バ ー 部 と を 具 え 、 該 凹
溝 に は 該 上 支 持 体 の ス ラ イ ド ガ イ ド 部 を 挿 入 し て ネ ジ で 位 置 決 め し て な り 、
　 該 接 続 部 材 は 、 一 端 に 第 ２ ス ラ イ ド 溝 に 接 続 す る た め の ネ ジ 孔 を 穿 設 し 、 他 端 は 中 心 の
位 置 に ネ ジ 孔 を 穿 設 し て 偏 移 当 止 部 と し 、
　 該 複 数 の 弾 性 部 材 は 、 該 偏 移 当 止 部 の 下 端 両 側 に 封 入 さ れ 、
　 該 連 結 部 材 は 、 上 端 側 に 収 納 溝 を 形 成 し 、 且 つ 該 収 納 溝 の 略 中 央 の 位 置 に ネ ジ 孔 を 穿 設
す る と と も に 、 下 端 側 に 挿 入 溝 を 形 成 し 、 且 つ 中 央 の 位 置 に 長 手 方 向 に 沿 っ て 第 ３ ス ラ イ
ド 溝 を 形 成 し 、 該 収 納 溝 に 該 接 続 部 材 の 該 偏 移 当 止 部 を 挿 入 し て な り 、
　 足 先 支 持 部 は 、 足 先 の 形 状 に 合 わ せ て 湾 曲 さ せ た 支 持 部 を 有 し 、 両 側 面 の 重 心 を 支 え る
位 置 か ら 上 方 に ス ラ イ ド 部 が 延 伸 し て 一 体 に 形 成 さ れ 、 該 ス ラ イ ド 部 の 上 端 に ナ ッ ト を 嵌
着 し 、 該 ス ラ イ ド 部 は 該 連 結 部 材 の 該 挿 入 溝 に 挿 入 し て 、 ネ ジ で 接 続 す る こ と を 特 徴 と す
る 足 先 支 持 具 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 弾 性 部 材 が 、 バ ネ か 、 も し く は そ の 他 弾 性 的 に 伸 縮 す る 材 料 で あ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の 足 先 支 持 具 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ ス ラ イ ド 溝 の 位 置 が ず れ る 作 用 を 利 用 し て 、 前 記 部 材 の そ れ ぞ れ の
部 位 の 接 続 に 位 置 決 め の 調 整 幅 を 具 え さ せ 、 足 の 形 状 に よ っ て 異 な る サ イ ズ に 応 用 で き る
よ う に 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 足 先 支 持 具 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 上 支 持 体 に 面 フ ァ ス ナ ー を 設 け て 脹 脛 の 部 分 に 固 定 す る か 、 も し く は 下 支 持 体 に 面 フ
ァ ス ナ ー を 設 け て 踵 に 近 い 部 分 に 位 置 決 め す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 足 先 支
持 具 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 考 案 は 足 先 を 支 持 す る 力 が 欠 乏 し た 障 害 者 、 も し く は そ の 他 下 肢 の 障 害 者 が リ ハ ビ
リ テ ー シ ョ ン を 行 う 場 合 に 、 足 先 を 支 持 す る た め の 足 先 支 持 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 医 療 関 係 の 主 務 官 庁 の 統 計 に よ れ ば 、 台 湾 に お い て 脳 血 管 の 病 気 は 十 大 死 亡 要 因 の 三 番
内 に 入 る と さ れ て い る 。 ま た 、 疾 病 、 交 通 事 故 、 ス ポ ー ツ 障 害 な ど に よ る 四 肢 の 障 害 も 毎
年 増 加 す る 傾 向 に あ る 。 一 部 の 慢 性 病 は 、 患 者 の 下 肢 を 麻 痺 さ せ 、 筋 力 が 劣 る 等 の 副 作 用
を も た ら す 場 合 が あ る 。 よ っ て 、 長 期 間 に 渡 る リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を 必 要 と す る 。 係 る 長
期 間 の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン に お い て は 、 適 宜 な 補 助 装 置 を 必 要 と す る 。 足 先 の 力 が な い 、
単 純 な 歩 行 動 作 す ら 行 う こ と が で き な い 障 害 者 に は 足 先 を 支 持 す る 補 助 装 置 が 必 要 で あ る
。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の 足 先 支 持 具 は 垂 直 、 及 び 水 平 方 向 に 位 置 決 め し て 支 持 を し 、 足 先 が 脛 に 連 動 す る
よ う に し て 足 先 に 歩 行 の 作 用 を 発 生 さ せ る 。 こ れ は 、 患 者 、 及 び 家 族 に と っ て 大 き な 助 け
と な る も の で あ る が 、 歩 行 能 力 を 回 復 さ せ る た め の 能 動 的 な リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン に お い て
歩 行 す る た め の 筋 肉 を 収 縮 さ せ 、 下 肢 の 筋 力 を 適 宜 に 増 加 さ せ る こ と が で き 、 筋 肉 の 萎 縮

10

20

30

40

50

(2) JP 3119913 U 2006.3.16



を 防 ぎ 、 床 ず れ の 発 生 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の 足 先 支 持 具 に は 、 次 に 掲 げ る 欠 点 を 有 す る 。
（ Ａ ） 足 首 の 関 節 が 容 易 に 硬 く な る 。 即 ち 、 従 来 の 足 先 支 持 具 は 垂 直 、 水 平 方 向 と に よ っ
て な る 直 角 を も っ て 位 置 決 め し 、 脛 と 足 先 と の 間 に 拘 持 的 な 支 持 作 用 を 発 生 さ せ る 。 こ の
た め 、 足 先 と 脛 と が 随 時 ９ ０ 度 の 角 度 を 保 持 す る 状 態 と な り 、 関 節 を 動 か す こ と が 難 し く
な る 。 よ っ て 、 足 首 の 関 節 が 容 易 に 硬 く な る 。
（ Ｂ ） 歩 行 の 動 作 が 不 自 然 に な る 。 即 ち 足 先 と 脛 が ９ ０ 度 を 形 成 す る 状 態 が 保 持 さ れ る た
め 、 歩 行 す る 場 合 、 下 肢 を 上 方 に 上 げ 、 下 に お ろ す だ け で あ っ て 、 動 作 の 偏 差 を 許 容 す る
空 間 が 完 全 に な い 。 こ の た め 、 歩 行 の 動 作 が 硬 い 動 作 と な り 不 自 然 と な る 。 よ っ て 、 違 和
感 を 感 じ る 場 合 が あ る 。
（ Ｃ ） 使 用 上 不 便 で あ り 、 且 つ 制 限 を 受 け る 。 即 ち 、 従 来 の 足 先 支 持 具 は 患 者 の 体 型 に 基
づ い て 作 成 す る た め 、 完 成 す る ま で 時 間 が か か る 。 ま た 、 注 文 か ら 試 用 確 認 、 品 物 の 受 け
取 り に 到 る ま で 患 者 本 人 が 行 か な け れ ば な ら な い た め 、 下 肢 の 障 害 者 に と っ て 不 便 で あ る
。 ま た 、 患 者 の 体 型 に 完 全 に 合 わ せ て 作 成 す る た め 、 筋 肉 の 萎 縮 、 ま た は 逆 に 肥 満 し て 体
型 が 変 化 し た 場 合 、 支 持 具 は 実 際 の 体 型 に 合 わ な く な り 、 使 用 上 制 限 を 受 け る 。
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 考 案 は 、 自 然 な 歩 行 の 動 作 を 達 成 で き 、 違 和 感 を 感 じ る こ と な く 使 用 上 便 利 な 足 先
支 持 具 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 こ の 考 案 は 、 使 用 者 の 足 の 形 状 に 従 っ て 部 材 の 接 続 を 調 整 す る こ と に よ っ て 、 好
ま し い サ イ ズ に 位 置 決 め す る こ と の で き る 足 先 支 持 具 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
そ こ で 、 本 考 案 者 は 従 来 の 技 術 に 見 ら れ る 欠 点 に 鑑 み 鋭 意 研 究 を 重 ね た 結 果 、 上 部 支 持 体
と 、 下 部 支 持 体 と 、 湾 曲 し た 両 接 続 部 材 と 、 複 数 の 弾 性 部 材 と 、 両 連 結 部 材 と 、 足 先 支 持
部 と に よ っ て な る 足 先 支 持 具 で あ っ て 、 該 上 部 支 持 体 は 、 脛 を 覆 う 湾 曲 部 と 、 該 湾 曲 部 の
略 中 央 の 位 置 か ら 下 方 に 延 伸 し 、 且 つ 末 端 に ナ ッ ト を 設 け た ス ラ イ ド ガ イ ド 部 と を 有 し 、
下 部 支 持 体 は 、 内 側 に 凹 溝 を 形 成 し た プ レ ー ト 状 の ス ラ イ ド ガ イ ド 座 と 、 該 ス ラ イ ド ガ イ
ド 座 の 略 中 央 の 位 置 に 縦 方 向 に 形 成 す る 第 １ ス ラ イ ド 溝 と 、 該 ス ラ イ ド ガ イ ド 座 の 下 端 両
側 に 一 体 に 形 成 さ れ 、 且 つ 第 ２ ス ラ イ ド 溝 を 形 成 し た 円 弧 状 の カ バ ー 部 と を 具 え 、 該 凹 溝
に は 該 上 支 持 体 の ス ラ イ ド ガ イ ド 部 を 挿 入 し て ネ ジ で 位 置 決 め し て な り 、 該 接 続 部 材 は 、
一 端 に 第 ２ ス ラ イ ド 溝 に 接 続 す る た め の ネ ジ 孔 を 穿 設 し 、 他 端 は 中 心 の 位 置 に ネ ジ 孔 を 穿
設 し て 偏 移 当 止 部 と し 、 該 複 数 の 弾 性 部 材 は 、 該 偏 移 当 止 部 の 下 端 両 側 に 封 入 さ れ 、 該 連
結 部 材 は 、 上 端 側 に 収 納 溝 を 形 成 し 、 且 つ 該 収 納 溝 の 略 中 央 の 位 置 に ネ ジ 孔 を 穿 設 す る と
と も に 、 下 端 側 に 挿 入 溝 を 形 成 し 、 且 つ 中 央 の 位 置 に 長 手 方 向 に 沿 っ て 第 ３ ス ラ イ ド 溝 を
形 成 し 、 該 収 納 溝 に 該 接 続 部 材 の 該 偏 移 当 止 部 を 挿 入 し て な り 、 足 先 支 持 部 は 、 足 先 の 形
状 に 合 わ せ て 湾 曲 さ せ た 支 持 部 を 有 し 、 両 側 面 の 重 心 を 支 え る 位 置 か ら 上 方 に ス ラ イ ド 部
が 延 伸 し て 一 体 に 形 成 さ れ 、 該 ス ラ イ ド 部 の 上 端 に ナ ッ ト を 嵌 着 し 、 該 ス ラ イ ド 部 は 該 連
結 部 材 の 該 挿 入 溝 に 挿 入 し て 、 ネ ジ で 接 続 し て 構 成 す る 足 先 支 持 具 に よ っ て 課 題 を 解 決 で
き る 点 に 着 眼 し 、 か か る 知 見 に 基 づ い て 本 考 案 を 完 成 さ せ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
以 下 、 こ の 考 案 に つ い て 具 体 的 に 説 明 す る 。
請 求 項 １ に 記 載 す る 足 先 支 持 具 は 、 上 部 支 持 体 と 、 下 部 支 持 体 と 、 湾 曲 し た 両 接 続 部 材 と
、 複 数 の 弾 性 部 材 と 、 両 連 結 部 材 と 、 足 先 支 持 部 と に よ っ て な る 足 先 支 持 具 で あ っ て 、 該
上 部 支 持 体 は 、 脛 を 覆 う 湾 曲 部 と 、 該 湾 曲 部 の 略 中 央 の 位 置 か ら 下 方 に 延 伸 し 、 且 つ 末 端
に ナ ッ ト を 設 け た ス ラ イ ド ガ イ ド 部 と を 有 し 、 下 部 支 持 体 は 、 内 側 に 凹 溝 を 形 成 し た プ レ
ー ト 状 の ス ラ イ ド ガ イ ド 座 と 、 該 ス ラ イ ド ガ イ ド 座 の 略 中 央 の 位 置 に 縦 方 向 に 形 成 す る 第
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１ ス ラ イ ド 溝 と 、 該 ス ラ イ ド ガ イ ド 座 の 下 端 両 側 に 一 体 に 形 成 さ れ 、 且 つ 第 ２ ス ラ イ ド 溝
を 形 成 し た 円 弧 状 の カ バ ー 部 と を 具 え 、 該 凹 溝 に は 該 上 支 持 体 の ス ラ イ ド ガ イ ド 部 を 挿 入
し て ネ ジ で 位 置 決 め し て な り 、 該 接 続 部 材 は 、 一 端 に 第 ２ ス ラ イ ド 溝 に 接 続 す る た め の ネ
ジ 孔 を 穿 設 し 、 他 端 は 中 心 の 位 置 に ネ ジ 孔 を 穿 設 し て 偏 移 当 止 部 と し 、 該 複 数 の 弾 性 部 材
は 、 該 偏 移 当 止 部 の 下 端 両 側 に 封 入 さ れ 、 該 連 結 部 材 は 、 上 端 側 に 収 納 溝 を 形 成 し 、 且 つ
該 収 納 溝 の 略 中 央 の 位 置 に ネ ジ 孔 を 穿 設 す る と と も に 、 下 端 側 に 挿 入 溝 を 形 成 し 、 且 つ 中
央 の 位 置 に 長 手 方 向 に 沿 っ て 第 ３ ス ラ イ ド 溝 を 形 成 し 、 該 収 納 溝 に 該 接 続 部 材 の 該 偏 移 当
止 部 を 挿 入 し て な り 、 足 先 支 持 部 は 、 足 先 の 形 状 に 合 わ せ て 湾 曲 さ せ た 支 持 部 を 有 し 、 両
側 面 の 重 心 を 支 え る 位 置 か ら 上 方 に ス ラ イ ド 部 が 延 伸 し て 一 体 に 形 成 さ れ 、 該 ス ラ イ ド 部
の 上 端 に ナ ッ ト を 嵌 着 し 、 該 ス ラ イ ド 部 は 該 連 結 部 材 の 該 挿 入 溝 に 挿 入 し て 、 ネ ジ で 接 続
す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
請 求 項 ２ に 記 載 す る 足 先 支 持 具 は 、 請 求 項 １ に お け る 弾 性 部 材 が 、 バ ネ か 、 も し く は そ の
他 弾 性 的 に 伸 縮 す る 材 料 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 ３ に 記 載 す る 足 先 支 持 具 は 、 請 求 項 １ に お け る 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ ス ラ イ ド 溝 の 位 置
が ず れ る 作 用 を 利 用 し て 、 前 記 部 材 の そ れ ぞ れ の 部 位 の 接 続 に 位 置 決 め の 調 整 幅 を 具 え さ
せ 、 足 の 形 状 に よ っ て 異 な る サ イ ズ に 応 用 で き る よ う に 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
請 求 項 ４ に 記 載 す る 足 先 支 持 具 は 、 請 求 項 １ に お け る 上 支 持 体 に 面 フ ァ ス ナ ー を 設 け て 脹
脛 の 部 分 に 固 定 す る か 、 も し く は 下 支 持 体 に 面 フ ァ ス ナ ー を 設 け て 踵 に 近 い 部 分 に 位 置 決
め す る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 考 案 の 足 先 支 持 具 は 、 自 然 な 歩 行 の 動 作 を 達 成 で き 、 違 和 感 を 感 じ る こ と な く 使 用 上
便 利 で あ る と と も に 、 使 用 者 の 足 の 形 状 に 従 っ て 部 材 の 接 続 を 調 整 す る こ と に よ っ て 、 好
ま し い サ イ ズ に 位 置 決 め す る こ と が で き 、 従 来 の 技 術 に 見 ら れ る よ う に 、 特 別 に オ ー ダ ー
メ イ ド す る 必 要 が な く 、 購 買 、 使 用 に 便 利 で あ る と い っ た 効 果 を 有 す る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 考 案 は 、 上 部 支 持 体 と 、 下 部 支 持 体 と 、 湾 曲 し た 両 接 続 部 材 と 、 複 数 の 弾 性 部 材 と
、 両 連 結 部 材 と 、 足 先 支 持 部 と に よ っ て な る 足 先 支 持 具 で あ っ て 、 該 上 部 支 持 体 は 、 脛 を
覆 う 湾 曲 部 と 、 該 湾 曲 部 の 略 中 央 の 位 置 か ら 下 方 に 延 伸 し 、 且 つ 末 端 に ナ ッ ト を 設 け た ス
ラ イ ド ガ イ ド 部 と を 有 し 、 下 部 支 持 体 は 、 内 側 に 凹 溝 を 形 成 し た プ レ ー ト 状 の ス ラ イ ド ガ
イ ド 座 と 、 該 ス ラ イ ド ガ イ ド 座 の 略 中 央 の 位 置 に 縦 方 向 に 形 成 す る 第 １ ス ラ イ ド 溝 と 、 該
ス ラ イ ド ガ イ ド 座 の 下 端 両 側 に 一 体 に 形 成 さ れ 、 且 つ 第 ２ ス ラ イ ド 溝 を 形 成 し た 円 弧 状 の
カ バ ー 部 と を 具 え 、 該 凹 溝 に は 該 上 支 持 体 の ス ラ イ ド ガ イ ド 部 を 挿 入 し て ネ ジ で 位 置 決 め
し て な り 、 該 接 続 部 材 は 、 一 端 に 第 ２ ス ラ イ ド 溝 に 接 続 す る た め の ネ ジ 孔 を 穿 設 し 、 他 端
は 中 心 の 位 置 に ネ ジ 孔 を 穿 設 し て 偏 移 当 止 部 と し 、 該 複 数 の 弾 性 部 材 は 、 該 偏 移 当 止 部 の
下 端 両 側 に 封 入 さ れ 、 該 連 結 部 材 は 、 上 端 側 に 収 納 溝 を 形 成 し 、 且 つ 該 収 納 溝 の 略 中 央 の
位 置 に ネ ジ 孔 を 穿 設 す る と と も に 、 下 端 側 に 挿 入 溝 を 形 成 し 、 且 つ 中 央 の 位 置 に 長 手 方 向
に 沿 っ て 第 ３ ス ラ イ ド 溝 を 形 成 し 、 該 収 納 溝 に 該 接 続 部 材 の 該 偏 移 当 止 部 を 挿 入 し て な り
、 足 先 支 持 部 は 、 足 先 の 形 状 に 合 わ せ て 湾 曲 さ せ た 支 持 部 を 有 し 、 両 側 面 の 重 心 を 支 え る
位 置 か ら 上 方 に ス ラ イ ド 部 が 延 伸 し て 一 体 に 形 成 さ れ 、 該 ス ラ イ ド 部 の 上 端 に ナ ッ ト を 嵌
着 し 、 該 ス ラ イ ド 部 は 該 連 結 部 材 の 該 挿 入 溝 に 挿 入 し て 、 ネ ジ で 接 続 す る 足 先 支 持 具 を 提
供 す る と い う 目 的 を 、 実 現 し た 。
係 る 構 成 の 足 先 支 持 具 に つ い て 、 そ の 構 造 と 特 徴 を 詳 述 す る た め に 具 体 的 な 実 施 例 を 挙 げ
、 以 下 に 説 明 す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 図 １ 、 ２ に 開 示 す る よ う に 、 こ の 考 案 に よ る 足 先 支 持 具 １ は 、 上 部 支 持 体 ２ と 、 下 部 支
持 体 ３ と 、 湾 曲 し た 両 接 続 部 材 ４ と 、 複 数 の 弾 性 部 材 Ｓ と 、 両 連 結 部 材 ５ と 、 足 先 支 持 部
６ と に よ っ て な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 部 支 持 体 ２ は 、 脛 を 覆 う 湾 曲 部 ２ １ と 、 湾 曲 部 ２ １ の 略 中 央 の 位 置 か ら 下 方 に 延 伸 し
、 且 つ 末 端 に ナ ッ ト ２ ２ を 設 け た ス ラ イ ド ガ イ ド 部 ２ ３ と を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 下 部 支 持 体 ３ は 、 内 側 に 凹 溝 ３ １ を 形 成 し た プ レ ー ト 状 の ス ラ イ ド ガ イ ド 座 ３ ２ と 、 ス
ラ イ ド ガ イ ド 座 ３ ２ の 略 中 央 の 位 置 に 縦 方 向 に 形 成 す る 第 １ ス ラ イ ド 溝 ３ ３ と 、 ス ラ イ ド
ガ イ ド 座 ３ ２ の 下 端 両 側 に 一 体 に 形 成 さ れ 、 且 つ 第 ２ ス ラ イ ド 溝 ３ ４ を 形 成 し た 円 弧 状 の
カ バ ー 部 ３ ５ と を 具 え 、 凹 溝 ３ １ に は 上 支 持 体 ２ の ス ラ イ ド ガ イ ド 部 ２ ３ を 挿 入 し て ネ ジ
で 位 置 決 め す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 接 続 部 材 ４ は 、 一 端 に 第 ２ ス ラ イ ド 溝 ３ ４ に 接 続 す る た め の ネ ジ 孔 ４ １ を 穿 設 し 、 他 端
は 中 心 の 位 置 に ネ ジ 孔 ４ １ を 穿 設 し て 偏 移 当 止 部 ４ ３ と し て 、 ネ ジ 孔 ４ １ に ネ ジ を 相 通 さ
せ て 、 下 支 持 体 ３ の 第 ２ ス ラ イ ド 溝 ３ ４ に 螺 着 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 複 数 の 弾 性 部 材 Ｓ は 、 加 重 に よ っ て 圧 縮 し 、 荷 重 か ら 開 放 さ れ る と 本 来 の 状 態 に 復 帰 す
る 構 造 を 具 え 、 偏 移 当 止 部 ４ ３ の 下 端 両 側 に 封 入 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 連 結 部 材 ５ は 、 上 端 側 に 収 納 溝 ５ １ を 形 成 し 、 且 つ 収 納 溝 ５ １ の 略 中 央 の 位 置 に ネ ジ 孔
５ ３ を 穿 設 す る と と も に 、 下 端 側 に 挿 入 溝 ５ ２ を 形 成 し 、 且 つ 中 央 の 位 置 に 長 手 方 向 に 沿
っ て 第 ３ ス ラ イ ド 溝 ５ ４ を 形 成 し 、 収 納 溝 ５ １ に 接 続 部 材 ４ の 偏 移 当 止 部 ４ ３ を 挿 入 す る
。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 足 先 支 持 部 ６ は 、 足 先 の 形 状 に 合 わ せ て 湾 曲 さ せ た 支 持 部 ６ １ を 有 し 、 両 側 面 の 重 心 を
支 え る 位 置 か ら 上 方 に ス ラ イ ド 部 ６ ３ が 延 伸 し て 一 体 に 形 成 さ れ 、 ス ラ イ ド 部 ６ ３ の 上 端
に ナ ッ ト ６ ２ を 嵌 着 す る 。 ス ラ イ ド 部 ６ ３ は 連 結 部 材 ５ の 挿 入 溝 ５ ２ に 挿 入 し て 、 ネ ジ で
接 続 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 述 す る 部 材 に よ っ て 構 成 す る 足 先 支 持 具 ７ は 、 使 用 者 の 足 先 を 支 持 し て 補 助 的 な 作 用
を 与 え る こ と が で き 、 使 用 者 に と っ て 便 利 な 歩 行 の 動 作 を 支 持 す る 効 果 が 発 生 す る （ 図 ３
に 開 示 す る 構 造 参 照 ）
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ３ 、 図 ３ Ａ 、 図 ４ 、 図 ４ Ａ に 開 示 す る よ う に 、 使 用 者 が 足 先 Ｐ を 上 に 上 げ る 動 作 を 行
う 場 合 、 踵 Ｐ １ が 上 方 に 上 が っ て 人 体 の 重 心 が 前 に 傾 く 。 か か る 前 傾 の 動 作 は 、 下 部 支 持
体 ３ に 対 し て 時 計 の 逆 周 り 方 向 の 圧 迫 を 与 え る 。 こ の た め 偏 移 当 止 部 ４ ３ の 左 側 に 位 置 す
る 弾 性 部 材 ２ が 圧 力 を 受 け て 縮 小 す る 図 ３ Ａ 参 照 ） 。 使 用 者 が 足 先 Ｐ を 踏 み 出 す た め に 下
方 に さ せ る 場 合 、 人 体 の 重 心 が 後 方 に あ る た め 、 脹 脛 Ｐ ２ が 後 方 に 傾 斜 し た 状 態 に な る 。
係 る 後 方 に 傾 斜 す る 動 作 は 下 部 支 持 体 ３ に 対 し て 時 計 回 り と 逆 方 向 の 方 向 の 圧 迫 が 生 じ る
。 こ の 場 合 偏 移 当 止 部 の 右 側 に 位 置 す る 弾 性 部 材 Ｓ が 圧 力 を 受 け て 縮 小 す る （ 図 ４ Ａ 参 照
） 。 こ の た め 、 弾 性 部 材 Ｓ が 伸 縮 す る 弾 性 （ 圧 力 を 受 け て 縮 小 し 、 圧 力 が 開 放 さ れ る と 復
帰 す る 特 性 ） に よ っ て 所 定 の 角 度 （ ９ ０ ° ± １ ５ ° ） の 偏 差 と 、 位 置 の ず れ が 発 生 し 、 使
用 者 が 違 和 感 な く 、 自 然 に 歩 行 す る こ と が で き る 。 即 ち 、 足 が 地 面 を 離 れ る 場 合 、 支 持 具
は 弾 性 部 材 Ｓ が 圧 縮 さ れ る こ と 無 く ９ ０ ° の 角 度 を 呈 す る 。 よ っ て 、 足 が 地 面 を 離 れ る 場
合 に 地 面 と 摩 擦 す る こ と な く 自 然 に 歩 行 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 こ の 考 案 に お い て は 面 フ ァ ス ナ ー な ど を 用 い る こ と に よ っ て 、 上 部 支 持 体 ２ を 脹
脛 の 部 分 に 固 定 す る か 、 も し く は 下 部 支 持 体 ３ を 踵 に 近 い 位 置 に 拘 束 し て 位 置 決 め す る こ
と に よ っ て 、 使 用 者 に 簡 易 で 便 利 な 取 り 付 け を 提 供 す る こ と が で き る 。 更 に 、 こ の 考 案 に
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よ る 足 先 支 持 部 の そ れ ぞ れ の 部 材 の 内 側 に 、 軟 性 の パ ッ ド を 設 け る こ と に よ っ て 、 脹 脛 や
踵 な ど の 部 分 に 対 し て 違 和 感 を 与 え る こ と が な く な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 更 に 、 こ の 考 案 に よ る 足 先 支 持 具 は 、 構 成 部 材 に ス ラ イ ド 溝 を 形 成 し て 接 続 位 置 を 自 在
に 調 節 で き る よ う に 構 成 す る 。 よ っ て 、 使 用 者 の 足 の サ イ ズ に 合 わ せ て 支 持 具 の サ イ ズ を
調 整 で き る た め 、 従 来 の 技 術 に 見 ら れ る よ う に 使 用 者 の 足 の サ イ ズ に 合 わ せ て 作 成 す る 必
要 が な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 上 は こ の 考 案 の 好 ま し い 実 施 例 で あ っ て 、 こ の 考 案 の 実 施 の 範 囲 を 限 定 す る も の で は
な い 。 よ っ て 、 当 業 者 の な し 得 る 修 正 、 も し く は 変 更 で あ っ て 、 こ の 考 案 の 精 神 の 下 に お
い て な さ れ 、 こ の 考 案 に 対 し て 均 等 の 効 果 を 有 す る も の は 、 い ず れ も 本 考 案 の 実 用 新 案 登
録 請 求 の 範 囲 に 属 す る も の と す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 こ の 考 案 に よ る 足 先 支 持 具 の 分 解 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 開 示 す る 足 先 支 持 具 を 組 み 立 て た 状 態 を 示 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 開 示 す る 足 先 支 持 具 を 使 用 す る 状 態 を 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ Ａ 】 図 ３ の 状 態 に お け る 弾 性 部 材 の 状 態 を 示 し た 局 部 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ に 開 示 す る 足 先 支 持 具 を 使 用 す る 他 の 状 態 を 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ Ａ 】 図 ４ の 状 態 に お け る 弾 性 部 材 の 状 態 を 示 し た 局 部 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
２             上 部 支 持 体
２ １           湾 曲 部
２ ２           ナ ッ ト
２ ３           ス ラ イ ド ガ イ ド 部
３             下 部 支 持 体
３ １           凹 溝
３ ２           ス ラ イ ド ガ イ ド 座
３ ３           第 １ ス ラ イ ド 溝
３ ４           第 ２ ス ラ イ ド 溝
３ ５           カ バ ー 部
４             接 続 部 材
４ １           ネ ジ 孔
４ ２           ネ ジ 孔
４ ３           偏 移 当 止 部
５             連 結 部 材
５ １           収 納 溝
５ ２           挿 入 溝
５ ３           ネ ジ 孔
５ ４           第 ３ ス ラ イ ド 溝
６             足 先 支 持 部
６ １           支 持 部
６ ２           ナ ッ ト
６ ３           ス ラ イ ド 部
７             足 先 支 持 具
Ｓ             弾 性 部 材
Ｐ             足 先
Ｐ １           踵
Ｐ ２                      脹 脛
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ３ Ａ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ４ Ａ 】
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